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時間変動と空間変動を分離した観測を行うことが計画された． 年 月 日，オーロラ
















































⒝ - （ )
受信信号を四つのチャンネルに分け，各チャンネルごとに時定数 秒で検波し，その強
度を でサンプリングして伝送する．各チャンネルの中心周波数と通過帯域は
± ， ± ， ± ， ± である．
⒞ - （ )









縮コードにより 桁のダイナミックレンジを ビットで表現した． については，観測































電源用電池として松下電池の 型リチウム電池を 直列した組電池（ ， ）
を 並列し， の容量とした． 全体の消費電流は当初予測（ ）に比べ
約半分の ， となったので， 日あたり 使うとして 日間の観測が可
能である．これは 実験の予定日数 日に比べ，十分な余裕がある．




起電力 （ ）は，観測周波数 （ )，電磁波の磁界強度を （ ）とすると ＝(π・
)・ ≒ ・ で与えられる．この起電力がループアンテナ自身のインピーダンス
（ π× ＋ ）とプリアンプの入力インピーダンスで分圧されたものが，受信機の入
力電圧になる．
図 は の各チャンネルについて，受信機の入力電圧と データ（イリジウム電
話で送られる観測値）の関係を示したもので，約 桁の信号レベルの変化が ビット（
- ）で表現されることがわかる．各周波数チャネルにおける最小受信感度を電磁波の磁
界強度に換算すると， は /???， は /???， は /








同様に図 は の各チャンネルについて，受信機の入力電圧と データの関係
を示したものであり，約 桁の信号レベルの変化が ビット（ - ）で表現されることが
わかる．各周波数チャンネルにおける最小受信感度を電磁波の磁界強度に換算すると
は /???， は /???， は /???， は /???で
あった．
図 は についての入出力特性を示したものである． では観測波形を忠実に
伝送するためリニアスケールで扱う．約 桁の信号レベル変化が を中心とする ビッ
ト（ - ）で表現されることになる．この後，ビットシフトによるデータ圧縮をかけ，
ビットに直したデータが日本に送られる． の最小受信感度を電磁波の磁界強度に換
算すると （＝ ??? ）であった．
実 験 経 過
気球飛翔経路











度が下がるようになった（斉藤ら， ）． 月 日頃，気球は低高度域にある低緯度に向
かう気流に捕捉され南米方面に向かい， 号機は 月 日， 号機は 月 日に，それぞ
れパタゴニア沖の海上に着水し，観測を終了した．
実験期間中の地磁気活動
気球放球後の 日間，地磁気活動は静穏であったが， 月 日より地磁気活動度が上昇
し， 月 日は特に活発であった．この間，気球に搭載した観測機は顕著な現象を観測す




図 ， 号機の飛翔経路（並木ら， による)
による / 放射の観測
観 測 結 果
両気球の，主に のチャンネルに - 分程度の準周期的な強度変動（図 ）が出




る．この種のレベル変動は 機の気球とも， 月 日を除くほとんど全飛翔期間にわたり
観測された．









幅の部分は 秒間程度，背景雑音に埋没するまでの継続時間は 秒程度であった（図 ，














輻射 線の間には良い相関があることが期待される．図 は 気球に搭載された
線観測機のデータ（中川道夫大阪産業大学教授他， 線観測グループによる）と，
が観測した - の電磁放射強度を比較したものである．制動輻射 線は 号
機で強く観測されたが， 電磁放射は 号機ではほとんど観測されなかった．一方，
















る のビーコンであるが，これは 分間に 分間しか送信しない．一方， で観
測された準周期的強度変動は連続的に受信されているので，南極点ビーコンは除外される．
従って の チャンネルが受信したのはオーストラリア北西岬の 局（
）であった可能性が高い．この信号強度は放球直後， 月 日までは大きかったが，
その後次第に強度が低下し， 月 日に最小になった．その後，次第に強度が上昇し， 月
日以後は非常に大きな信号強度となった（図 参照）．信号強度が最小となった 月











に，この波形を示す．この振幅は - / であり，電磁波であるとすると，これに対











南極周回気球 号機と 号機に搭載された / 帯波動観測機 は気球本体
を 周する直径約 のループアンテナをセンサーとし， から までの観測
帯域を以下の三つの受信方式で観測した．⑴ - の波形伝送⑵
， ， ， の検波強度⑶ ， ， ， の掃
引受信．地上での感度校正による受信感度は では ， の チャンネル






















雅行助手， の データとの比較のため，昭和基地や南極大陸無人観測点（ ）





藤井 森（ )南極周回気球で用いられた新しい システムの評価と改良． 年度芝浦工
業大学大学院，修士論文， ．
三宅壮聡・岡田敏美・山岸久雄・知野明裕・石坂圭吾・山上隆正（ )南極周回気球搭載 /
帯波動観測機の開発．電子情報通信学会論文誌． ， - ．
並木道義・松坂幸彦・斉藤芳隆・鳥海道彦・太田茂雄・山上隆正・鳥居祥二・山岸久雄・江尻全











正・山岸久雄・門倉 昭（ )南極周回気球のロゼラ基地におけるデータ受信．平成 年
度大気球シンポジウム集録， - ．
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